
いちごドリルプリント

九州地方プリント 名前

問1 宮崎市が位置する太平洋沿岸南部の地域で、冬でも温暖な気候となり、かつ夏から秋にかけて降水量が非常に多くなる主な要因の組み合わせと

して、正しいものはどれですか。 （2023年 福井公立入試 類似）

1. 暖流である黒潮の影響と、湿った

季節風や台風の影響

2. 寒流である親潮の影響と、北西か

ら吹く季節風の影響

3. 対馬海流の影響と、日本海側特有

の冬の季節風の影響

4. 内陸の盆地による影響と、一年を

通じて安定した高気圧の影響

問2 九州地方の農業の特徴について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2020年 福岡県公立入試 類似）

1. 宮崎県や鹿児島県では、シラス台

地という火山灰由来の土地が広がっ

ているため、農業産出額において畜

産が占める割合が非常に高い。

2. 九州南部は平野が広く水利が良い

ため、農業産出額のほとんどを米（

稲作）が占めている。

3. シラス台地は保水力が非常に高い

ため、サトウキビなどの工芸作物を

中心とした農業が行われている。

4. シラス台地の地層は果樹栽培に最

も適しているため、リンゴやブドウ

の産出額が全国1位となっている。

問3 多数の半島や島々を含み、海岸線が複雑に入り組んでいる長崎県の地形的・気候的背景と、それに基づいた農業の仕組みについて説明したもの

として正しいものはどれですか。 （2018年 東京都公立入試 類似）

1. 平野部が少なく険しい地形が多い

が、温暖な気候を活かして、火山の

裾野や傾斜地でばれいしょや果樹の

栽培が行われている。

2. 広大な平野と火山の火山灰土を活

かし、機械化された大規模な農地で

小麦や大豆の生産が中心となってい

る。

3. 複雑な海岸線により冬の冷え込み

が厳しいため、ビニールハウスを用

いた促成栽培による野菜出荷が平野

部で展開されている。

4. 火山の影響で水はけが良すぎるた

め、稲作はほとんど行われず、砂丘

地での乾燥に強い作物の栽培が主と

なっている。

問4 九州地方の産業構造を分析した際、農業産出額における「畜産」の割合が特に高い県と、地域内で最大の「工業出荷額」を記録している県の名

称として適切なものはどれですか。 （2023年 三重公立入試 類似）

1. 畜産の割合が高いのが宮崎県、工

業出荷額が最大なのが福岡県

2. 畜産の割合が高いのが福岡県、工

業出荷額が最大なのが宮崎県

3. 畜産の割合が高いのが佐賀県、工

業出荷額が最大なのが福岡県

4. 畜産の割合が高いのが宮崎県、工

業出荷額が最大なのが佐賀県

問5 九州地方南部に位置し、薩摩半島側の沿岸部に石油備蓄基地が立地している県について、その交通環境や都市整備に関する記述として最も適切

なものを選択してください。 （2020年 東京都公立入試 類似）

1. 県庁所在地では路面電車の軌道を

芝生化する環境整備が行われ、バス

路線と都心の結びつきも強い。

2. 県庁所在地では地下鉄網が発達し

ており、路面電車はすべて廃止され

、バスの利用も極めて少ない。

3. 2004年に九州新幹線が開通した

が、県庁所在地周辺にシラス台地は

存在せず、すべて平坦な低地に住宅

地が広がっている。

4. 石油備蓄基地のある西側の半島に

は鉄道が一切通っておらず、主要な

交通手段は船舶のみに限られている

。

問6 鹿児島県周辺に広がるシラス台地において、古くから稲作よりもサツマイモや茶などの畑作、または畜産が盛んに行われてきた理由として最も

適切なものはどれですか。 （2026年 千葉公立入試 類似）

1. 土壌の保水力が低く、水が地中に

しみ込みやすいため。

2. 土壌が非常に硬く、田を耕すこと

が困難であるため。

3. 標高が高く、夏でも気温が上がら

ず冷害が発生しやすいため。

4. 土壌に含まれる有機物が多すぎて

、稲の成長が早すぎるため。

問7 日本の農業に関する2021年の統計において、茨城県の農業産出額は約4263億円でそのうち野菜が35.9％を占めており、宮崎県の農業産出額は

約3478億円でそのうち畜産が66.4％を占めています。これらのデータから読み取れる内容として正しいものを選びなさい。 （2024年 茨城県公立入試

類似）

1. 宮崎県の畜産産出額は、茨城県の

野菜産出額よりも多い。

2. 茨城県の野菜産出額は、宮崎県の

畜産産出額よりも多い。

3. 茨城県は野菜の産出割合が最も高

いため、産出額の合計も宮崎県より

少ない。

4. 宮崎県は農業産出額の総額におい

て、全国で最も高い数値を示してい

る。

問8 鹿児島県などの南九州に広がるシラス台地では、一般的な地域の井戸が約6メートルから10メートル程度の深さであるのに対し、約64メートル

もの深さがある「深井戸」が掘られてきました。このように極端に深い井戸が必要とされた理由として最も適切な説明はどれですか。 （2024年

福井公立入試 類似）

1. 地表を覆う火山噴出物の層が極め

て水はけ良く、地下深くの帯水層ま

で掘り進める必要があるため

2. 関東ローム層と呼ばれる粘土質の

層が厚く、地表付近の水の浸透を妨

げているため

3. 花こう岩の地層が地表近くまで迫

っており、岩盤の隙間にあるわずか

な水を確保するため

4. 台風による塩害を防ぐため、海水

の混入しない深層の真水を確保する

必要があるため

問9 鹿児島県は、全国有数の農業産出額を誇る一方で、その内訳を見ると米の生産割合が非常に低く、畑作や畜産が中心となっています。このよう

な農業の特色が形成された背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2022年 栃木県公立入試 類似）

1. 水はけが良すぎる火山灰土からな

るシラス台地が広く分布しており、

稲作よりもサツマイモなどの畑作に

適していたから。

2. 大規模な干拓事業によって得られ

た平坦な土地が塩分を含んでいたた

め、米の栽培を避けて野菜栽培を優

先したから。

3. 山間部が多く耕地面積が限られて

いるため、米の生産をあきらめて付

加価値の高い果樹栽培に特化したか

ら。

4. 冬の気温が氷点下になる時期が長

く、稲の成長が妨げられる冷害の影

響を避けるために畜産へと転換した

から

問10 火山活動によるエネルギーを利用した発電方式が、日本の九州地方で盛んに行われている理由と、そのエネルギーの性質について説明したもの

として最も適切なものはどれですか。 （2022年 千葉県公立入試 類似）

1. 急峻な山地を流れる河川の落差を

利用しており、雨の多い季節に発電

量が最大になる性質を持つ。

2. 広大な平野部にパネルを設置し、

日照時間の長い太平洋側の気候を活

かして昼間の電力を賄う性質を持つ

。

3. 活火山や温泉地が多い地形的な背

景を活かしており、天候に左右され

ず安定した電力供給が可能であると

いう性質を持つ。

4. 沿岸部で発生する強い海風を風車

で捉えており、二酸化炭素を全く排

出しない性質を持つ。

問11 九州地方の5県（佐賀、熊本、大分、宮崎、鹿児島）における2014年の耕地面積の統計によると、佐賀県や熊本県では田の面積が畑の面積を上

回っていますが、鹿児島県では全耕地面積に占める畑地の割合が突出して高くなっています。鹿児島県においてこのように畑作が盛んである主

な理由として、土地の性質について説明したものを選びなさい。 （2016年 岡山公立入試 類似）

1. 火山噴出物が堆積したシラス台地

が広く分布しており、水持ちが悪く

稲作に不向きであったため。

2. 筑紫平野のような平坦な低地が広

がっており、排水作業を行って広大

な畑地を確保しやすかったため。

3. 山間部を切り開いた棚田が多く作

られたが、近年の機械化に伴いその

多くが果樹園へと転換されたため。

4. 有明海沿岸の干拓によって得られ

た土地が、塩分の影響で稲作よりも

畑作に適していたため。


